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２．大学の将来構想 

＜本学の将来構想の方向＞ 

本学では、平成13年度に、学長を委員長とする｢将

来設計検討委員会｣を設け、全学的な将来設計をスター

トさせ、本学の使命を｢知の創出と知的サービスを通し

て社会の発展に貢献すること｣と謳った中間報告を出

した。平成14年度には、課題別に専門委員会を設置し、

将来設計とともに、法人化後の管理運営体制の制度設

計について、具体的な構想を固めている。 

＜世界的な研究教育拠点の形成に係る大学づくり＞ 

(1)平成15年度には、数理物質科学、システム情報工学、

生命環境科学の3研究科で合計50人の入学定員増が認

められた。他の博士課程研究科においても、一層の充

実を図りながら、高度な研究教育拠点の形成を目指す。 

(2)研究教育拠点の形成においては、筑波研究学園都市

という恵まれた環境を生かし、産学官の連携を積極的

に活用していく。 

(3)現行の独立修士課程の9研究科については、高度専

門職業人養成という目的を強化するため、分野別の必

要性に応じて、博士課程（前期のみを含む）への改組、

または専門職大学院（修業年限１～３年）への移行等

を、順次行う。 

(4)教員人事については、人事の流動化を図るため、基

礎医学系、先端学際領域研究センター、遺伝子実験セ

ンター等において、すでに任期制を導入している。更

に、教員採用時の公募制の徹底と全学的規模での任期

制の導入を進めている。画一的人事ではなく、研究に

専従する教員、教育業績を中心に評価・採用する教員

等、多様な人事配置を行うことで研究教育の効率化・

活性化を図っている。 

(5)大学院生に係る施策においては、外国人留学生受入

れ、企業科学専攻(東京地区)等における社会人再教育、

他大学から博士後期課程への編入などを一層推し進め

る。また、外国人教員、外国人研究者、企業経験者等

を研究教育に積極的に参加させることにより、教育組

織を国際化・多様化する。国際的で広い視野の下での

院生教育を行い、複数指導教官制などにより、研究指

導体制を強化して、国際社会において活躍できる創造

性のある研究者・職業人を養成する。 

３．学長を中心としたマネジメント体制   

＜学長を中心とするマネジメント体制＞ 

本学の学長を中心とするマネジメント体制は、学長、

副学長5人、企画調査室長、事務局長、事務局次長で構

成されており、毎週開催される学長・副学長会議及び

同懇談会等での緊密な連携により、教育と研究を全学

一元的に管理運営する体制が確立されている。副学長

としては教育担当と研究担当の他に、総務・財務担当、

学生生活・施設担当、医療・人事担当が配置されてお

り、学長のリーダーシップの下に、様々な面から研究

教育拠点形成への重点的支援を行う。法人化後も、教

育研究面においては、学長・副学長らで構成される運

営会議（仮称）を中心とするマネジメント体制を構想

している。 

＜研究教育拠点形成への支援施策＞ 

研究教育拠点の形成に対して、学長・副学長会議及

び同懇談会、全学的な研究・教育審議会や人事・財務・

施設委員会での審議を経て、以下のような重点支援を

行うこととしている。 

(1)学内予算措置 

研究教育拠点形成に際しては、全学的な見地から、

教育研究基盤校費、教育改善推進費(学長裁量経費)、

外部の競争的資金の獲得に係る間接経費等の配分にお

いて、研究教育拠点（COE専攻）を重点的に支援する。 

(2)施設・スペースの優先利用 

博士課程研究科の改組再編に伴って建築された総

合研究棟Ａ(9,100㎡)と建築中のＢ(17,300㎡)、Ｄ

(14,680㎡)、および体育総合実験棟(3,508㎡)のそれぞ

れ20％を全学共用スペースとして確保し、研究教育拠

点形成のための研究に優先的に利用させる。 

(3)研究者の重点配置 

本学は教員配置を人事委員会において一元管理し

ている。これまでも、研究組織の若手研究者支援、あ

るいは先進的なプロジェクト研究支援のため、3年～7

年の期限付きで研究に専従する教員を配置してきた。

この教員特別配置の制度を研究教育拠点形成において

積極的に活用し、研究専従の教員を研究教育拠点に重

点的に配置する。 

(4)業務軽減措置 

拠点リーダーなどが研究教育拠点形成に専念でき 

るよう、学士課程での授業や学内各種委員などの業務
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を軽減する。また、法人化後は、研究教育の職務内容

に応じて教員の勤務形態を柔軟に扱い、研究教育拠点

において若手研究者が研究に専念できる体制を作る。 

(5)研究情報システムの整備 

外部資金情報、国際的研究情報、全学教官の研究教

育活動情報のデーターベース化、文献情報サービスや

オンラインジャーナルの一層の整備などにより、研究

教育の効率化を支援する。 

３．達成状況及び今後の展望 

２１世紀ＣＯＥプログラムに対する重点的支援を

含め、教育研究の質の向上に資する拠点形成活動が持

続的に展開される体制・システムを以下のとおり整備

してきた。 

１）博士課程研究科の専攻再編等により、教育研究体

制の不断の充実に努めるとともに、立地特性を活かし

て、筑波研究学園都市にある研究機関と協力して連携

大学院を質・量ともに拡充した。（数理物質科学研究

科後期課程に、物質・材料研究機構の研究者が中心と

なって運営する物質・材料工学専攻が、生命環境科学

研究科後期課程に、農業・食品産業技術総合研究機構

の研究者が中心となって運営する先端農業技術科学専

攻が新設された。） 

２）教員定員の流動化、重点戦略経費の配分、共用ス

ペースの確保など戦略的な資源配分の仕組みを整え、

２１世紀ＣＯＥプログラムに重点配分するとともに、

進捗状況管理と評価を徹底した。（教育研究基盤校費、

教育改善推進費(学長裁量経費)、外部の競争的資金に

係る間接経費等の配分において、研究教育拠点の形成

を重点的に支援するとともに、総合研究棟Ａ棟(9,100

㎡)、Ｂ棟(17,300㎡)、Ｄ棟(14,680㎡)及び体育総合実

験棟(3,508㎡)のそれぞれ20％を全学共用スペースと

して確保し、研究教育拠点形成のために優先的に割り

当て、特別教員配置制度を活用し、5年期限の研究専従

教員を配置した。） 

法人化を機に大学改革をさらに加速し、全学レベル

での企画立案機能の強化、教員定員の流動化や重点戦

略経費の確保による戦略的資源配分システムの構築、

教員評価システムとテニュア・トラック制をはじめと

する新たな人事制度の導入などの基盤的整備を進める

とともに、任期制拡大やキャリアステージに応じた研

究支援策等、人事・評価と研究支援を両輪とする教員

育成を推進した。さらに目指すべき大学像とそれを実

現するための総合的な戦略体系として「筑波大学２０

２０ビジョン」の策定に着手し、平成20年度内に学内

外に明示することとしている。 

以上を踏まえ、本学が、国際的かつ多様なフィール

ドで活躍できる人材の育成と高度な学術的成果の持続

的創出を促進し得る新たな教育研究システムを確立す

るため、学長を機構長とする「戦略イニシアティブ推

進機構」を平成19年度に発足させた。 

 同機構は、優れた研究実績と一定以上の研究基盤（教

員数、研究資金）を有する研究グループをトップダウ

ンにより「戦略イニシアティブ」として選定し、将来

的に研究科・専攻・センター等の改組・再編の核とな

って、本学の特色を活かした学際融合性などを有し、

世界最高レベルの新たな研究教育領域を開拓する拠点

（グローバルCOEプログラム拠点等）に成長させること

を目的とする。 

 また、戦略イニシアティブに至る萌芽的研究を「プ

レ戦略イニシアティブ」として位置づけ、「戦略イニ

シアティブ」に強化育成する機能も併せ持つ。 

 機構においては、「戦略イニシアティブ」及び「プ

レ戦略イニシアティブ」（以下「イニシアティブ等」

という。）に戦略的資源（教員の重点配置、学内予算

の重点配分、研究スペースの優先利用）を研究内容に

応じて投入するとともに、国際関連業務等を支援する

専用の事務組織を設け、全学的な支援を行っていく。 

 各々のイニシアティブ等には、学外者が過半数を占

める評価委員会を設置し、候補の選定、評価を行うと

ともに、機構全体で推進委員会を設置し、イニシアテ

ィブ等の選定、イニシアティブ等の計画実施状況につ

いての評価・助言・指導、戦略イニシアティブを核と

した研究科、専攻、センター等の改組・再編に関する

指導助言等を行う。
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２１世紀ＣＯＥプログラム 平成１５年度採択拠点事業結果報告書 

機 関 名  筑波大学 学長名 岩崎 洋一 拠点番号 J03 

１．申請分野 Ｆ<医学系> Ｇ<数学、物理学、地球科学> Ｈ< 機械、土木、建築、その他工学> Ｉ<社会科学> J<学際、複合、新領域>

２．拠点のプログラム名称 

（英訳名） 

 こころを解明する感性科学の推進 

（Promotion of Kansei Science for Understanding the Mechanism of Mind and Heart）       

   研究分野及びキーワード <研究分野： 神経科学> （分子・細胞神経科学）（システム生理学）（行動神経科学）

（認知神経科学）（感性情報処理） 

３．専攻等名 人間総合科学研究科・感性認知脳科学専攻、心理学専攻、芸術専攻（芸術学専攻 H19.4.1）

４．事業推進担当者           計２８ 名 

ふりがな<ローマ字> 

氏  名 所属部局(専攻等)・職名 
現在の専門 

学 位 

役割分担 

(事業実施期間中の拠点形成計画における分担事項)  
(拠点リーダー) 

Masu    Masayuki 

桝     正幸 
Sakurai  Takeshi 
櫻井    武 
（平成１９年１０月３１日辞退） 

Hisano   Setsuji 

久野   節二 
Nogami  Haruo 
野上   晴雄 
Ozaki   Shigeru 
尾崎   繁 
Shiga   Takashi 
志賀   隆 
Ichitani  Yukio 
一谷   幸男 
Ogawa   Sonoko 
小川   園子 
（平成１６年１２月１日追加） 
Yoshida Kaoru 
吉田   薫 
Iwamoto Yoshiki 
岩本   義輝 
Shidara  Munetaka 
設樂   宗孝 
Narita   Masaaki 
成田   正明 
（平成１８年１月３１日辞退） 
Miyamoto Shinya 
宮本    信也 
Kikuchi   Tadashi 
菊地    正 
Sakurai   Shigeo 
櫻井    茂男 
I        Sunhi 
李     昇姫 
Uno     Akira 
宇野    彰 
（平成１８年６月１日追加） 
Yamamoto Miyuki 
山本    三幸 
Yamanaka Toshimasa 
山中    敏正 
Yoshida  Fujio 
吉田   富二雄 
Omuka  Toshiharu 
五十殿  利治 
Okazaki  Akio 
岡崎    昭夫 
Tamagawa Shinichi 
玉川    信一 
Nakamura Nobuo 
中村    伸夫 
Hasumi   Takashi 
蓮見    孝 
Hanazato Toshihiro 
花里    俊廣 
Hozumi  Takeshige 
穂積   穀重 
Yamamoto Mariko 
山本    眞理子 
（平成１７年１２月８日辞退） 
 

 

人間総合科学研究科 
感性認知脳科学専攻・教授 
人間総合科学研究科 
感性認知脳科学専攻・准教授 
 
人間総合科学研究科 
感性認知脳科学専攻・教授（専攻長） 
人間総合科学研究科 
感性認知脳科学専攻・准教授 
人間総合科学研究科 
感性認知脳科学専攻・講師 
人間総合科学研究科 
感性認知脳科学専攻・教授 
人間総合科学研究科 
感性認知脳科学専攻・教授 
人間総合科学研究科 
感性認知脳科学専攻・教授 
 
人間総合科学研究科 
感性認知脳科学専攻・教授 
人間総合科学研究科 
感性認知脳科学専攻・准教授 
人間総合科学研究科 
感性認知脳科学専攻・教授 
人間総合科学研究科 
感性認知脳科学専攻・講師 
 
人間総合科学研究科 
感性認知脳科学専攻・教授 
人間総合科学研究科 
心理学専攻･教授 
人間総合科学研究科 
心理学専攻･教授 
人間総合科学研究科 
感性認知脳科学専攻・講師 
人間総合科学研究科 
感性認知脳科学専攻・准教授 
 
人間総合科学研究科 
感性認知脳科学専攻・准教授 
人間総合科学研究科 
感性認知脳科学専攻・教授 
人間総合科学研究科 
心理学専攻・教授 
人間総合科学研究科 
芸術学専攻・教授 
人間総合科学研究科 
芸術学専攻・教授 
人間総合科学研究科 
芸術学専攻・教授 
人間総合科学研究科 
芸術学専攻・教授 
人間総合科学研究科 
芸術学専攻・教授 
人間総合科学研究科 
芸術学専攻・准教授 
人間総合科学研究科 
芸術学専攻・教授 
人間総合科学研究科 
心理学専攻・教授 
 

 
分子神経生物学 
博士（医学） 
分子生物学･薬理学 
博士（医学） 
 
システム脳科学 
理学博士 
神経内分泌学 
医学博士・薬学博士 
神経生理学 
博士（医学） 
発達神経生物学 
理学博士 
生理薬理心理学 
博士（医学） 
行動神経科学 
Ph.D. 
 
神経生理学 
医学博士 
神経生理学 
医学博士 
脳 型 情 報 処 理 機 構 学 、
博士（医学） 
発達神経学 
博士（医学） 
 
発達行動小児科学 
医学博士 
感覚知覚心理学 
学術博士 
発達神理学 
教育学博士 
感性情報学 
博士（デザイン学） 
認知神経心理学 
博士（医学） 
 
神経細胞生物学 
医学博士 
感性情報学 
博士（感性科学） 
社会心理学 
博士（心理学） 
近代美術史 
博士（美術学） 
芸術教育学 
博士(芸術学) 
洋画制作 
芸術学修士 
中国書法史 
博士（芸術学） 
製品形態論 
芸術学士 
環境行動論 
博士（工学） 
立体構成論 
芸術学士 
社会心理学 
文学博士 

A．感性情報研究グループ 
新規脳機能分子の探索と研究の総括融合研究戦略コア 
 
脳機能調節分子の探索と機能解析 
 
 
神経情報伝達の形態学的基盤の解析融合研究戦略コア 
 
脳機能調節機構の形態学的解析 
 
神経活動の発達過程の解析 
融合研究戦略コア 
神経回路の発達機構の解析 
 
動物個体における脳機能の解析 
融合研究戦略コア 
脳機能調節機構の行動科学的解析 
 
B．感性行動研究グループ 
神経活動の脳生理学的解析 
融合研究戦略コア 
運動制御機構の生理学的解析 
 
モデル理論による脳作動原理の解析 
融合研究戦略コア 
神経発達障害による行動異常の解析 
融合研究戦略コア 
 
発達障害による神経疾患発症機構の解析 
 
感覚刺激の受容選択学習過程の解析 
融合研究戦略コア 
内発的動機付けの脳内機構の解析 
 
感性的反応の科学的計測法の検証 
 
発達障害による神経疾患発症機構の解析 
 
C．感性表現研究グループ 
脳内活動部位の可視化技術の応用 
 
人間感性の評価構造モデルの構築 
融合研究戦略コア 
暴力映像が生理反応に及ぼす影響の解析 
 
美術鑑賞における受容機構の検証 
融合研究戦略コア 
感性の社会的育成に関する教育学的研究 
 
芸術表現と媒体の感性に与える影響の検証 
 
感性表現の史的変遷の検証 
 
ユニバーサルデザインにおける感性評価 
 
環境評価に基づく感性的機能発現 
融合研究戦略コア 
造形的発想課程における感性の機能の検証 
 
社会的情報処理過程の解析 

５．交付経費（単位：千円）千円未満は切り捨てる （  ）：間接経費 

年  度(平成) １ ５ １ ６ １ ７ １ ８ １ ９ 合   計 

交付金額(千円) １６５，０００ １１９，７００ １２０，３００
１２０，４６４

（１１，２２４）

１２０，４５０ 

（１０，９５０） 
６４８，９１４ 
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6. 拠点形成の目的 

 現代の日本では、産業システムが疲弊し、こ

ころの閉塞感に覆われているが、その一因は、

情報、技術、物質が人間の「感性的反応」に適

合していないことにある。いかに高度な情報戦

略と科学技術を駆使して生産された人工物も

人間の感性がそれを受け入れなければ人間を

満足させる事は出来ない。現代社会の産物は、

人間の感性を満たさないが故に人間にストレ

スを与えているものも少なくない。今後この状

況を打破して人間的な豊かさを享受できる生

活基盤を築く為に、より深化した人間の理解に

向けて、理性的な側面ばかりでなく、感性的側

面からこころにアプローチすることが不可欠

である。しかしながら、感性の働きに関しては、

これまで自然科学的にはほとんど解明されて

いない。そこで、本COE拠点では、直感的に捉

えられてきた「感性」機能を多角的な脳科学的

研究方法を用いて顕在化させる事を目的とす

る。特に、こころの働きとその生物学的基盤と

なる脳の作動機構を探求し、感性の働きが脳の

中でどの様に表現されるのかを解明する研究

を推進する。 

 本拠点は、大学院改組に伴い、平成１３年度

に筑波大学大学院人間総合科学研究科に新設

された「感性認知脳科学専攻」を中核とし、医

学、心理学、芸術学、心身障害学を架橋・融合

し、これら広範な研究分野の横断的融合により、

感性を生み出す脳機能の総合的な理解に向け

た「感性科学」の創成を目指すものである。「感

性」という総合的な脳機能の解明には、従来的

な単一の学問体系、単一の研究手法を用いた研

究では限界があり、分子細胞レベルの解析から

システム・行動的解析、更に人間科学までを包

括した学際的、横断的で多角的な取り組みが不

可欠である。本拠点は、異分野の研究者が結集

し、つくばから世界へ向けて発信されてきた

「感性（Kansei）」の機能解明という共通の課

題に世界で初めて取り組む点でユニークであ

る。感性に類似した概念として、オランダで

は”Emotion”、英国では”Affection”が用い

られてきたが、最近では、ヨーロッパの多くの

国々や米国で、Kanseiとすることの意義が評価

されてきた。本拠点で対象とする「感性」の科

学が日本発の学問領域である事も極めてユニ

ークだと言うことができる。 

 現代社会では、発達期のこころの問題、精神

神経疾患、痴呆など、精神とこころの問題に関

して早急に対処すべき問題が山積している。こ

れらの問題を解くためには、社会的問題と科学

技術との関連に関する洞察に基づき開かれた

学術の枠組みを構築し、人間のこころの科学的

研究と、その基盤となる脳の機能関連を見極め

る基礎的研究を行う事が必要である。即ち、現

代社会では、「人間の精神活動と脳科学の間の

溝に架橋する融合的研究」とそこで養成される

人材を求めているのである。本拠点の研究は、

動的な脳機能の作動原理を解明することに貢献

するのみならず、感性反応の客観的指標に基づく

人間志向型人工物の創出という新しいタイプの

産業の育成や現代人のこころの諸問題解決への

糸口の発見につながる可能性が高く、将来的な発

展性が大いに期待できる。また、感性の脳内機

構の理解は、感性の破綻という観点から、自閉

症、境界型人格障害、ストレスなどの神経・精

神神経疾患の発症機構と予防に関する理解に

新しい切り口をもたらすものである。更に、こ

れらの研究・教育を通して、「感性科学」の融

合的研究を実行し将来のリーダーとなりうる

若手研究者が育成されるとともに、「感性科学」

の成果を一般社会に還元できる人材が育成さ

れる。 
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7. 研究拠点形成実施計画 

３つの研究グループに加えて融合研究戦略コ

アを設置し、円滑に融合的研究を推進する。 

感性情報研究グループは、脳における感性情報

処理の生物的基盤を、分子、細胞、個体のレベ

ルで明らかにする。特に、知覚、情動発現、動

機付けを制御する視床、視床下部、扁桃体、大

脳皮質などを中心に、神経細胞の形態と活動を

制御する機能分子、神経活動と調節機構、神経

回路の微細構造、神経回路発達を制御する機構

を解析する。 

感性行動研究グループは、脳内で処理された感

性情報がどの様に活動に結びつくかの行動的

基盤を明らかにする。特に外的刺激の受容・運

動制御・動機付けの生理的メカニズム、内発的

動機付けと感覚刺激の受容・選択・学習の脳内

機構、発達障害によるヒト神経疾患発症機構を

解析し、脳内情報処理のモデリングと感性反応

の物理的計測を行う。 

感性表現研究グループは、脳から生まれる感性

的表現とそれを受け取る感性的反応の人間的

基盤を明らかにする。特に芸術・デザインを対

象として、感性的表現とそれに影響を与える外

的・社会的・時代的要因の検証、感性表現を受

容し評価する人間の内で起こる反応過程の計

測、感性反応の脳活動測定を行う。 

融合研究戦略コアは、上記３グループの研究を

有機的に連携させ、相互の研究成果の融合的な

生成を促す為に、研究交流、融合課題の調整、

成果発表、ワークショップ、シンポジウムの開

催を先導し、柔軟で高度な感性科学拠点形成を

推進する。また、平成１６年度の総合研究棟D

新設に合わせて、共同利用機器、研究交流スペ

ース、動物飼育設備などの研究推進基盤を整備

する。更にCOEプロジェクト研究制度を設立し、

若手研究者から応募されたプロジェクト研究

を厳正に審査した上で研究費を補助し萌芽的

研究を支援するとともに、各年度の優れた論文

を優秀論文賞として顕彰する。外国研究機関や

国内の研究組織・企業との有機的な連携の推進

も行う。 

（平成１５年度）感性機能解明へむけて３研究

グループを中心に目標を設定し、先導的な研究

を開始する。事務局を開設し、情報ネットワー

クを整備する。大学院生と若手研究者を対象と

した優秀論文賞制度の設立と顕彰、拠点年次研

究報告書の編纂、産官学連携の教育研究体制の

整備、国際共同研究の推進を行う。事業推進担

当者を中心としたCOEワークショップを開催し、

研究成果と今後の研究方針について議論する。 

（平成１６年度）各研究グループの特徴を活か

しながら感性機能の解明に繋がる基盤的な研

究を進める。総合研究棟Dの新設に合わせてD棟

共同利用推進事務局を設立し、共同利用機器、

研究交流スペース、動物飼育設備などの研究推

進基盤を整備する。共同研究体制、特に異分野

間の問題意識や方法論のギャップを埋め、共通

の知的基盤を共有できる体制をつくる為に、拠

点内の研究技術セミナーや月例報告会などを

開催する。COEシンポジウムを開催し、本拠点

に関連する研究分野の最新の成果を広く発信

する。 

（平成１７年度）感性研究を展開させる。事業

推進担当者を中心としたCOEワークショップを

開催し、感性機能の解明へ向けた新しい融合課

題を設定する。感性科学研究推進の後期目標を

設定し、各グループの役割分担を明確化する。 

（平成１８年度）感性機能に関して本拠点研究

で明らかにした成果に基づき、感性研究を更に

深く掘り下げる。事業推進担当者を中心とした

COEワークショップを開催して融合的研究成果

を発表し、今後取り組むべき問題点を明らかに

する。 

（平成１９年度）感性研究の成果を取りまとめ

ると共に、その応用と社会還元を図る。COEシ

ンポジウムを開催し、本COE拠点における研究

で得られた感性科学研究の成果を世界に向け

て発信する。 
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8. 教育実施計画 

分野融合的教育体制の整備 

本拠点形成の中核となる感性認知脳科学専攻は、

医学・心理学・心身障害学・芸術学に関する専門

的知識と技術を分野横断的に学生に修得させ、人

間を要素的かつ総体的に理解・解析できる研究者

の育成を目指して発足した全く新しい志向の教

育システムである。本専攻では、全分野の大学院

生に、クロスディシプリナリーな視点から総合的

に人間の精神活動と最新の脳科学を学ばせる事

を目標に、特に初期教育課程において、大学院生

に分野融合的な問題意識に基づいた新しい着想

を可能とする知的共通基盤を形成させる事を目

指している。このため現在は、既存の学問体系的

枠組みの中で、本専攻教員が進めている分野横断

型研究テーマの理念・背景の解説と演習・実験実

習カリキュラムによる体験的習得を行っている。

具体例として、自閉症児カウンセリングのための

子どもに優しい診断画像ソフト開発のためにデ

ザイン学と心身障害学の融合教育がある。今後更

にこの様な教育融合カリキュラムを充実し、分野

融合的教育体制を整備する。 

産学双方向連携教育体制の推進 

分野融合的教育体制を整備しつつ、大学からも教

員を企業へ派遣し、企業からも技術者を大学へ派

遣するような双方向的な産学連携教育を持続的

に推進し、個別的分野のみの産学連携ではなく、

基礎教育から応用教育までを横断するソリュー

ション型教育体制を推進する。これによって大学

では社会の変化やニーズを捉えることができ、企

業サイドでは大学の萌芽的研究成果を活用する

ことが可能となり、新たな産業創成の機会に繋が

る。 

若手研究者育成の推進 

５年一貫制の本専攻では、２年修了時に行う中間

評価を課程修了の要件の１つにしている。これは、

大学院生の成長を複数分野の審査員から成る中

間評価専門委員会において評価し、博士論文作成

へ向けて助言指導を行うものである。また、複数

教員教育制度を活かして、大学院生が異分野の副

指導教員から研究指導や助言を受ける制度を浸

透させ、「感性科学」の融合的研究を実行する為

に必要な分野横断的教育体制の拡充を図る。更に、

つくば研究学園都市の研究環境を活かした連携

大学院システムを充実させて幅広い分野の研究

者を確保し、新しい時代の変化への対応を図ると

同時に、大学間国際交流協定を活かして海外との

教育交流を活発に行う。 

人材創出体制の整備 

本拠点形成における上記の取り組みにより、学

際的な視点から総合的に人間の精神活動と脳機

能を研究できる研究者が創出される事が期待さ

れる。特に分野融合的な問題意識に基づいた新し

い着想を持ち、「感性」の融合的研究を実施する

事のできる若手研究者を育成する事を目指して

いる。また、上記の感性科学研究の成果に基づい

て、感性反応を指標に人間の感性に響く製品の開

発や人間に優しい環境開発を行うなどの「感性科

学」の応用的側面を担う人材も生まれるものと考

えている。 
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９．研究教育拠点形成活動実績 

① 目的の達成状況 

１）世界最高水準の研究教育拠点形成計画全体

の目的達成度 

1. 目的は十分達成した。 

後述するように、拠点形成以前には存在しなか

った融合領域としての「感性科学」を創設する

ことができた。即ち、従来の学問体系の中では

共通点を見出すことが困難であった、芸術学と

神経科学の研究者が、「感性」をキーワードに

共同して研究を遂行し、芸術鑑賞やデザインの

創造と脳活動の関係を明らかにするなど顕著

な学術的成果を挙げた。本COE拠点形成後に開

始された上記の取組みにより、真の意味での異

分野間の有機的な連携が実現した。更に、本拠

点の研究に博士研究員や大学院生を参加させ

ることにより、異分野融合的な研究を遂行でき

る若手研究者が育成され、同時に、感性科学の

成果を一般社会へ還元することができる有為

な人材も育成された。以上の理由から、本拠点

の当初の目的は全体として十分に達成された

ものと考える。 

２）人材育成面での成果と拠点形成への寄与 

次世代の中心課題である「こころの科学」にお

いては、分野横断的な研究者の育成が必須であ

るが、旧来の高等教育体系では理論と応用を融

合的に捉えることのできる研究者を育成する

ことが困難であった。本拠点は、芸術学、医学、

心理学、心身障害学を融合した若手成果発表会、

海外研究発表支援、若手自主研究支援、優秀論

文賞による顕彰、RAによる研究教育の機会の充

実など、多彩な教育の取組みを行った。特に異

分野の専門性を融合して、脳活動計測の分野横

断的活用、高品質な実験計画や学会プレゼンテ

ーション方法の指導といった研究セミナーや

研究企画が多く実施された。その結果、1)国際

的研究発表が飛躍的に増加し、海外からの評価

が高まった。 2)横断的な知識を身につけた学

位取得者が巣立ち、大学准教授、講師、助教（筑

波大学、千葉大学、筑波技術大学、宇都宮大学、

奈良教育大学ほか）や国内外の大学・研究所の

研究員として活躍している。3)感性研究におけ

る融合的研究手法の効果が学会発表賞などで

高く評価され、先進的感性研究拠点を形成した。 

３）研究活動面での新たな分野の創設や、学術

的知見等 

「感性科学」は筑波大学から世界に向けて発信

されてきた世界的にも例のない包括的な学術

分野であるが、神経科学から感性研究へのアプ

ローチをさらに推進するため、2004年に本拠点

の構成員が中心になって日本感性工学会に「感

性脳機能部会」を発足させた。部会には、他大

学や企業研究者も多数含まれ、2006年に本部会

が中心になってKansei Engineering 

International誌に特集を企画し、2007年には

「感性工学と脳科学の融合」をメインテーマに

掲げて日本感性工学会第３回春季大会を筑波

大学で開催した。このように、神経科学と芸術

学・感性情報学、心理学および心身障害学を有

機的に融合させる試みによって多岐にわたる

学術的知見が得られた。その例として、絵の好

み、鑑賞、見分けといった直感的な処理を行な

う際の脳活動の特性を明らかにし、絵画鑑賞や

創造性に対する脳活動のパターンが経験によ

り変化することを示した。また、分子生物学の

技術を駆使したモデル動物の研究から神経ペ

プチドが不安の表出、恐怖という情動の生成に

重要な役割を持つことを明らかにし、ヒトの遺

伝子多型と表情認知行動、脳活動の関連を解析

している。さらに、こころの動きが、感覚入力

から運動出力を生成する脳の情報処理機能を

修飾するモデルを提案し、その適用例として、

自動車運転手の感性を運動出力から探るアプ

ローチを提示した。 

４）事業推進担当者相互の有機的連携 

本COE拠点の開始とともに実施した創造性と脳

活動に関する研究および絵画スタイルと脳活

動に関する研究は、芸術学（感性情報学）と医

学（システム脳科学）の事業推進担当者による

共同研究の賜物であり、このCOE拠点が無けれ

ば達成しえなかったものである。また、マウス

の扁桃体で情動を司ることが示された遺伝子

がヒトの表情認知行動と関係しているという

発見（未発表）も、本拠点内で分子生物学を専

門にする事業推進担当者とヒト高次脳活動の

研究を専門にする事業推進担当者の共同研究

により実現した。更に、自動車走行時の運転者

の感覚を脳神経生理学的な指標から解釈する

試みは日本感性工学会の論文賞を受賞したが、

これも横断的な研究組織が実質的に機能した
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証左である。それ以外にも、自閉症児の脳活動

計測（心身障害学-システム脳科学）、好き嫌

いの判断に関する脳活動の研究（心理学-シス

テム脳科学）、子供の感性反応の生理学的解釈

（感性情報学-医学）などが実施された。この

ように本事業に関わる研究活動の多くが、分野

横断的な融合研究として企画され、事業推進担

当者・大学院生・研究員の有機的連携が大いに

推進された。その結果として、異分野の教員・

大学院生が共著者となった学会発表は既に多

数行われた。 

５）国際競争力ある大学づくりへの貢献度 

筑波大学は「感性」に関する研究を国際的にい

ち早く立ち上げ、ロボット工学などとの分野横

断的アプローチによる実質的な研究を展開し

てきた。本拠点形成プログラムにおいても、事

業推進担当者や大学院生の積極的な国際発表

や招待講演を通じて感性研究の独自性と可能

性を国際的にアピールしてきた。その結果は、

芸術学系および人間総合科学研究科における

国際交流協定の急増（1件から6件）、国際招待

講演の増加、国際学会における審査専門委員と

しての貢献などの形で表れており、インターネ

ット上の「Kansei science」の検索結果でも本

学の活動が常に上位にランクされている。さら

に、本拠点を基盤として平成18年度大学院教育

GP（魅力ある大学院教育イニシアティブ）に「先

導的・国際的な「こころ」の科学者の育成」が

採択され、国際競争力のある研究者養成を推進

していることは特筆すべきである。感性認知脳

科学専攻は、「博士（感性科学）」を授与する

日本でも唯一の専攻であるため、世界各国か

ら注目され、筑波大学にしかない「感性科学」

を学ぶために、アジア諸国のみならずヨーロ

ッパからも留学生が絶えない。 

６）国内外に向けた情報発信 

発表した英文学術論文数は224報、国際学会発

表は216件、国内学会発表は653件にのぼった。

国際シンポジウムを含む4回のシンポジウム、

公開セミナー（2005）、公開講座（発達障害の

科学と実践2007）を開催した。また、月1回の

ペースでセミナー（計34回）とワークショップ

（計45回）を開催して定期的に成果を公開し、

各年度末には年次報告書を作成して大学と研

究所に配布した。国外に向けた取り組みでは、

6th Asian International Design Conference

（2003）の組織運営、International 

Association of the Societies of Design 

Researchの設立（2005）に貢献するとともに、

Helsinki工科大学、Compiegne工科大学、Paris

（ENSAM）工科大学、Edinburgh造形大学で講

演”Kansei and Kansei Studies”（2007、山

中敏正）を行い、感性科学のプロモーション

を国際的に展開した。この働きかけは、

Helsinki工科大学との大学間交流と研究室間

共同研究指導体制の締結に発展した。国内で

は、日本感性工学会・感性脳機能部会を発足さ

せ（2004、代表：久野節二）、感性工学の分野

に脳科学の視点を提供し、融合研究と学術交流

を進める場を築いた。同学会第3回春季大会で

は企画運営の中核を担い、シンポジウム「脳科

学から感性へのアプローチ」を開催した（2007、

大会長：久野節二）。一般社会に向けては、新

聞報道（日経産業2003、朝日2006、読売2006）、

TV放映（NHK、2008）を通じて拠点の活動を紹

介し、また、ホームページを立ち上げてWEBに

よる情報発信を行った。大学祭での講演会、高

校生の見学受入れ等、地域や次世代への広報も

行った。 

７）拠点形成費等補助金の使途について 

（１）設備備品費で、最新の研究機器を導入し

本拠点の基盤を整備した。主なものは、光トポ

グラフィー装置、脳波解析装置、共焦点レーザ

ースキャン顕微鏡、眼球注視点計測システム、

動物行動解析装置、ラピッドモデリング装置で

ある。特に、光トポグラフィー、脳波解析装置

は、COE拠点の共通機器として多くの公刊論文

や学会発表につながり、融合型研究に大きく貢

献した。（２）人件費で、博士研究員（延べ37

名）を雇用して本拠点の研究に従事させ、学内

外に研究成果を発信した。さらにコアメンバー

による厳格な審査のもと、大学院後期課程大学

院生をRAとして積極的に任用し、研究に専念で

きる環境を提供するとともに、研究意欲を昂進

させた。（３）旅費では、若手研究者の国際学

会発表を奨励・支援し、若手研究者、大学院生

の国際学会発表数が飛躍的に増大した。（４）

事業推進費により、多彩なテーマによる実質的

な研究の推進を行った。また、若手研究者自身

による研究企画を募り、コアメンバーによる書
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類審査により採択された研究計画を支援した。

（６）その他、研究報告書、ホームページの充

実等、研究成果の公開、COE（国際）シンポジ

ウム開催に活用し、世界に向けた感性科学拠点

の形成に大きく寄与した。 

②今後の展望 

本拠点は、筑波大学の特徴を活かし、芸術学と

心理学と脳科学を統合した「感性科学」の創成

を目指し、既存の知識体系と固定化された学術

概念から脱却することにより、人間の本質的で

ある「こころ」に関わる融合的研究課題に挑戦

してきた。特に、何ら接点を見出し得ないと思

われた芸術学と脳科学の研究者が、「感性」と

いう共通言語のもとに概念、手法、目的を共有

し、それが広く深く浸透したことは、分野融合

的な研究教育において本拠点が達成した最大

の成果である。この成果は、今後これを基盤に

した教育体制を維持し、関連諸分野との融合を

強化することにより、更なる包括的な人間研究

の新領域創成へ向けての可能性を開くもので

ある。拠点の中心を担った感性認知脳科学専攻

の実質的な教育の取り組みが、大学院教育GP

「魅力ある大学院教育イニシアティブ」の採択

に結実しており、今後もこの研究教育の理念と

方向性を維持することが必要である。 

 「感性」についての共通言語を得た本拠点の

構成員は、自己の学術基盤の上に複数の異分野

を融合させた学術基盤を積み重ね、俯瞰的視点

に立った人間研究としての「感性科学」を推進

し、その成果を大学院教育に活かす基本原理を

獲得した。高度情報化が急速に進んだ現代に生

きる人間の多くが、目まぐるしい社会秩序の変

革に翻弄され、自己の未来につながる「夢」を

持てなくなりかけている。この深刻な複合的社

会問題の解決のためには、「感性科学」が他分

野研究と手を組み、日本の国家戦略としての

「感性価値創造イニシアティブ」の宣言が模索

する人間に真の幸せをもたらす理論と方法論

を明示することが期待されており、そのために

は「こころ」と不可分な人間の基本要素として

の「からだ」をも視野に入れた人間研究の展開

と成果の社会還元を引き続き展開することが

求められる。 

③その他（世界的な研究教育拠点の形成が学内

外に与えた影響度） 

感性研究は1980年代、1990年代に段階的に活性

化してきたが、本拠点形成プログラム開始時は

研究領域として目立った存在ではなかった。し

かし、本拠点の取り組みが新聞、ＴＶで報道さ

れたこと、ワークショップ（計45回）とセミナ

ー（計34回）による公開発表、国際シンポジウ

ムや国際学会の開催、および国際学会における

招待講演などの諸活動を行った結果、一般にも

広く認知されるようになった。更に、日本感性

工学会において本拠点の構成員が感性と脳機

能の融合研究の必要性をアピールした結果、拠

点活動期間中に日本感性工学会の会員数が5割

増となり、本学教員が会長、副会長として、感

性研究を先導した。一方、2007年5月には、経

済産業省が「感性価値創造イニシアティブ」を

国家宣言し、さらには科学技術振興機構におけ

る研究開発戦略にも参照されるなど、研究教育

産業の各分野に大きな社会的影響を与えたも

と考えられる。 の             
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１．研究活動実績 

①この拠点形成計画に関連した主な発表論文名・著書名【公表】 
 ・事業推進担当者（拠点リーダーを含む）が事業実施期間中に既に発表したこの拠点形成計画に関連した主な論文等 

〔著書、公刊論文、学術雑誌、その他当該プログラムにおいて公刊したもの〕） 
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拠点ホームページ：http://brain.kansei.tsukuba.ac.jp/coe/index.php（活動実績、研究成果報告書を掲載） 
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②国際会議等の開催状況【公表】 

（事業実施期間中に開催した主な国際会議等の開催時期・場所、会議等の名称、参加人数（うち外国人参加者数）、主な招待講演者

（３名程度）） 

 

平成15年9月5日〜7日、つくば国際会議場、第21回日本小児心身医学会「小児心身医学における治療体

制の確立を目指して」、約450名、上田秀一（獨協医大）、根ヶ山光一（早稲田大）、村瀬嘉代子（大

正大）。大会委員長：宮本信也。 

平成15年10月14日〜17日、つくば国際会議場、第6回アジアデザイン国際会議「知と感性と産業力の融

合」、1,200名（29カ国、外国人300名）、Claxton, B.（IDSA会長）、吉川弘之（産総研所長）、Kommonen, 

K.-H. （ヘルシンキ芸術大）。蓮見孝、山中敏正、李昇姫らが中心的に運営した。 

平成15年10月31日〜11月1日、つくば国際会議場、日本基礎心理学会第22回大会、500名、Koolhaas, J.M. 

(Groningen大学)、太田信夫（筑波大学）。大会委員長：菊地正。 

平成16年5月7日、日本科学未来館（東京）、第6回オレキシン研究会、参加人数130人（外国人5人）。

平成17年8月20日〜21日、東北工業大学、第16回日本基礎造形学会仙台大会、38名（外国人2人）、稲

垣行一郎（宮城大学）、庄子晃子（東北工業大学）。 

平成17年11月1日〜4日、台湾雲林科技大学、1st Congress of International Association of Societies 

of Design Research、約1,000名（外国人900名）、Cross, N.（Open大学）、Friedman, K.（Norwegian 

School of Management）、Buchanan, R.（Carnegie Melon大学）。山中敏正が主催団体である国際

デザイン学会連合の理事を務めている。 

平成17年10月29日、筑波大学、美術史研究における環流、50人（外国人10人）、Haxthausen, C.（ウ

ィリアム・カレッジ）、金英那（ソウル大学）、新関公子（東京芸術大学）。 

平成18年3月16日〜17日、筑波大学、日本感性工学会第３回春季大会「感性⇔脳機能：感性工学と脳科

学の融合」、300人（外国人20人）、河合輝男（NHK）、南誠治（松下電器）、山海嘉之（筑波大学）。

平成18年8月19日〜21日、川崎医療福祉大学、第17回日本基礎造形学会倉敷大会、60人（外国人6名）、

中山修一（神戸大学）、柳沢秀行（大原美術館）、明珍宗理（伝統工芸家、甲冑師）。 

平成18年9月30日、筑波大学、ミュージアムの未来を拓く-視覚を超えた美術鑑賞-、30人（外国人5名）、

McGinnis, R.（メトロポリタン美術館）、岡本康明（京都造形芸術大学）。 

平成18年10月28日、筑波大学、大学ミュージアムの活用と未来、45人（外国人10人）、林保堯（国立

台北芸術大学）、Ellis, D.（シドニー大学）、前田富士男（慶応義塾大学）。 

平成18年11月17〜18日、筑波大学、書学書道史学会、110名（外国人5人）。 

平成19年7月9日、筑波大学、21世紀COE国際シンポジウム「こころを解明する感性科学の推進」、87

名（外国人16名）、Overbeeke, C. J.（Technical University of Eindhoven）、富山健（千葉工業

大学）、Tran, J.（筑波大学）。 

平成19年8月25日〜27日、筑波大学、Conference on Asia Society of Basic Design and Art in Tsukuba 

2007、157名（外国人93名）、宮崎興二（京都大学）、林品章（国立台湾科技大学）、玄東姫（韓国、

建国大学）。 

平成19年10月27日、筑波大学、ミュージアムにおけるPDAガイドの活用、約40人（外国人5名）、Proctor, 

N.（アンテナ・オーディオ）、久永一郎（ルーブルDNPミュージアムラボ）。 

平成19年10月28日、筑波大学、大学における美術・デザインの研究助成、約50人（外国人10名）、Buckley, 

B.（シドニー大学）、Yonemoto, B.（カリフォルニア大学）、佐藤一郎（東京芸術大学）。 

平成19年11月12日〜15日、香港理工大学、2nd Congress of International Association of Societies 

of Design Research、約800名（外国人740名）、Leifer, L. (Stanford大学)、Vanka, S. (Microsoft)、

Dorst, K. (Sydny University of Technology)。山中敏正が主催団体である国際デザイン学会連合

の理事を務めている。 
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２．教育活動実績【公表】 
博士課程等若手研究者の人材育成プログラムなど特色ある教育取組等についての、各取組の対象（選抜するものであればその方法を

含む）、実施時期、具体的内容 

 

以下のような教育取組を実施した 

COE定期セミナー：感性科学関連分野の第一線で活躍する国内外の多くの研究者、識者を招き、定期的

に（１月または２月に１回）セミナーを開催した。事業推進担当者が指導する大学院生を中心に、希

望する大学院生全員を対象とし、５年間継続して実施した。拠点における共同研究の推進をはかり、

若手研究者のモチベーションが高まり異分野への参入の可能性が開けることを目標とした。2003年度

から2007年度まで計34回開催し、外国より招聘した演者は、Dr.Peter McCaffery（脳の発生）、Dr. Turhan 

Canli（遺伝子と感性）、Dr.Rebecca McGinnis（視聴覚障害者とミュージアム・プログラム）などで

ある。また国内では脳機能イメージングで著名な川島隆太氏などを招いた。その結果として、それぞ

れの研究者、大学院生が異分野の研究に興味を持ち新たな可能性を開くことができた。 

COEワークショップ：ワークショップでは、本COEに参加している全研究グループの研究発表を行った。

事業推進担当者が指導する大学院生を中心に、希望する大学院生全員を対象とし、５年間継続して実

施した。各研究グループごとの最新の研究成果や今後の展望を、ポスドクと大学院生を中心に、毎回

２〜３名の演者が発表した。「感性の定義」から始まり、研究グループ相互の議論を通じて異分野の

研究の理解と連携を促し、融合的研究を進める場として機能した。2003年度から2007年度まで計45回

開催した。 

総合科目：全学の学群学生を対象とする総合科目「脳・心・感性の科学Ⅰ～Ⅲ」（2005～2007年度；

30コマ/年）を開講し、心と脳と物質、精神の発達と破綻、感性反応と行動、感性表現と産業、芸術と

科学などのテーマで全事業推進担当者を含む30名の教員が担当した。毎年130〜190名の学生が受講し

た。拠点における感性研究への取り組みを紹介し、広い専攻分野の学生に、脳とこころ（感性）の問

題について新しい考え方を提起することができ、受講した学生の評価も高かった。大学院生にも受講

可能な講義とし、専門分野外の研究にも広く目を向ける教育を行った。 

若手研究支援：ポスドク研究員ならびに大学院生の自主研究を促進する目的で、「若手研究助成」と

して研究計画を募り助成した。対象は、事業推進担当者が指導する研究員と大学院生とし、助成研究A

（ポスドク・個人研究）、助成研究B（大学院生・個人研究）、助成研究C（共同研究）を設けて、2003

年度から2007年度まで、計90件の研究を助成した。この結果、大学院生やポスドク研究員のモチベー

ションが高まり、自立的な研究風土が生まれた。また大学院生やポスドク研究員の海外での国際学会

発表のため、「海外旅費支援」を行った。2003年度から2007年度まで計59件を採択した。その結果、

海外での発表が促進され、大学院生やポスドク研究員の自信につながり、本COEのユニークな研究を海

外で認めてもらう契機となった。さらに上記の海外旅費支援または若手研究費助成を受けたポスドク

研究員および大学院生は、その成果を毎年「若手研究者成果発表会」の場で、口演またはポスター形

式で発表した。事業推進担当者、研究協力者も参加して、質問・議論を行い、その後の研究の展開に

役立つように配慮しながら討論した。 

COE優秀論文賞：若手研究者の研究意欲を高め、拠点における研究活動を促進するために、毎年、ポス

ドク研究員ならびに大学院生が筆頭著者として報告した原著論文のうち、特に優れたものにCOE優秀論

文賞を授与した。 
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機関名：筑波大学 拠点番号：J03 

 

２１世紀ＣＯＥプログラム委員会における事後評価結果 

 

（総括評価） 

 設定された目的は概ね達成された 

（コメント） 

本拠点形成計画は、こころと脳を結ぶ「感性科学」の創設を目指すもので、芸術を一つ

の軸足とし、いま一つの軸足を脳科学に据えて、人間科学とくに心理学や芸術学などを統

合した研究教育拠点を形成しようとするものであり、困難で野心的な課題であるが、その

試みに一歩踏み出し、ある程度の成功を収めたことは評価できる。 

人材育成面については、自己の専門をもとにさらに他分野の方法に気を配り、融合的な

研究が可能な人材が育ちつつあるように見受けられ、新しいタイプの若手研究者が将来活

躍することを期待する。 

研究活動面については、感性科学の基盤となる個々の分野ではある程度の成果があがっ

ており、芸術鑑賞の脳イメージングなどで異分野を統合して新しい境地を開いた点は高く

評価できる。その他については、まだこれからの課題である。また、個々の英文論文発表

はあるが、本拠点の位置付けが国際的な視点で十分な説明がされているとは言い難い。し

かし、今後に期待するところは大きい。 

補助事業終了後は、「感性科学」の更なる発展が望まれ、国内外に向けての情報の更な

る発信と受容、そして世界最高水準の拠点として見える形で研究教育活動を維持発展させ

ることが肝要である。 
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